











A Statistical Observation of Crowns and Bridges in 1992
Part l Single crowns
 RYOUYO TAMAOKA MASANORI WAKAMATSU FUMISHIRO YANAGIDA
SOHICHIRO TSUCHIYA AKINORI OKUDA NOBUHIKO ISHIHARA















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































調査 20歳未満 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代70歳代 80歳以上 計
支台歯
の状態









































































































































































































調査年 20歳未満 20歳代30歳代 40歳代50歳代 60歳代 70歳代 80歳以上計
種類
全部鋳造冠 平4 12 45 75 137 112 7040 4 495
（ 1．2） （ 4．5） （ 7．5） （ 13．6）（1L2）（ 7，0） （ 4．0） （　0．4） （ 49，2）
平3 10 44 83 87 76 72 22 2 396
（ 1．3） （ 5．6） （ 10．5）（ 11．0）（　9．6） （ 9．1） （ 2．8） （　0．3）（ 50．0）
前装冠 平4 7 32 50 66 37 53 32 1 278
（ 0．7） （ 3．2） （ 5．0） （ 6．6） （　3．7） （ 5，3） （ 3，2） （　0．1） （ 27．6）
平3 一7 19 53 20 16 17 5 137
（ 0．9） （ 2．4） （ 6．7） （ 2．5）（　2，0）（ 1．8） （ 0．6） （ 17．3）
レジン前装冠 平4 4 13 41 59 25 44 28 1 215
（ 0．4） （ 1．3） （ 4．1） （ 5．9） （　2．5） （ 4．4） （ 2．8） （　0．1） （ 21．4）
平3 1 2 24 5 2 12 3 49
（ 0．1） （ 0．3） （ 3．0） （ 0．6） （　0．3） （ 0、4） （ 0．4） （ 6．2）
陶材溶着鋳造冠 平4 3 19 9 7 12 9 4 63
（ 0．3） （ 1．9） （ 0．9） （ 0．7） （　1．2） （ 0，9） （ 0．4） （ 6．3）
平3 6 17 29 15 14 5 2 88
（ 0．8） （ 2．1） （ 3．7） （ 1．9）（　1．8） （ 0．6） （ 0，3） （ 11．1）
ジャケット冠 平4 1 3 7 9 2 13 1 36
（ 0．1） （ 0．3） （ 0．7） （ 0．9） （　0，2） （ 1．3） （ 0．1） （ 3．6）
平3 7 25 31 17 4 26 7 2 119
（ 0．9） （ 3．2） （ 3．9） （ 2．1） （　0．5）（ 3．3） （ 0，9） （　0．3）（ 15．0）
レジン 平4 1 3 7 9 2 13 1 36
ジャケット冠 （ 0．1） （ 0．3） （ 0．7） （ 0．9） （　02）（ 1．3） （ 0．1） （ 3．6）
平3 7 25 31 17 4 26 7 2 119





平3 1 1 2
（ 0．1） （ 0．1） （ 0．3）
一部被覆冠 平4 12 47 36 53 27 8 9 192
（ 1．2） （ 4．7） （ 3．6） （ 5．3） （　2．7） （ 0．8） （ 0．9） （ 19．1）
平3 8 43 25 20 28 11 3 138
（ 1．0） （ 5．4） （ 2．5） （ 2．5）（　3．5）（ 1．4） （ 0．4） （ 17、4）

















































調査年 3十3 541458－616－8 十8 3十3 541458－616－8 8十8十8 8十8種類
全部鋳造冠 平4 120 138 258 95 142 237 495
（11．9） （13．7） （25．6） （ 9．4） （ 正4．1）（ 23．6）（40．2）
平3 76 100 176 1 88 131 220 396
（　9．6）（12．6） （22．2）（ 0．1） （ 11．1）（ 16．5）（ 27．8）（50．0）
前装冠 平4 224 4 1 229 42 4 3 49 278
（ 22．3）（　0．4） （　0．1）（22．8）（ 4．2） （ 0．4） （ 0．3）（ 4．9）（27、6）
平3 103 10 3 116 13 5 3 21 137
（ 13．0）（　1．3）（　0、4）（14．6）（ 1．6） （ 0．6） （ 0．4）（ 2．7）（ 17．3）
レジン前装冠 平4 178 2 180 34 1 35 215
（ 17．7）（　0，2） （17．9）（ 3．4） （ 0．1） （ 3，5）（ 2L4）
平3 38 2 38 8 1 9 49
（ 4．8）（　0．3） （　4．8）（ 1．0） （ 0．1） （ 1．1）（ 6．2）
陶材溶着鋳造冠 平4 46 2 1 49 8 3 3 14 63
（ 4．6） （　0．2）（　0．1） （　4．9）（ 0．8） （ 0，3） （ 0．3）（ 1．4）（ 6．3）
平3 65 8 3 76 5 4 3 12 88
（ 8．2）（　1．0）（　0．4） （　9．6）（ 0．6） （ 0．5） （ 0．4）（ 1．5）（11．1）
ジャケット冠 平4 28 28 8 8 36
（ 2．8） （　2．8） （ 0．8） （ 0．8）（ 3．6）
平3 107 107 12 12 119
（ 13．5） （13．5）（ 1．5） （ 1．5）（ 15．0）
レジン 平4 28 28 8 8 36
ジャケット冠 （ 2．8） （　2．8） （ 0．8） （ 0，8）（ 3．6）
平3 107 107 12 12 119




継続歯 平4 1 2 1 4 1 1 5
（ 0．1） （　0．2） （　0、1） （　0，4） （ 0．1）（ 0．1）（ 0．5）
平3 1 1 1 1 2
（　0．1） （　0．1） （ 0．1）（ 0．1）（ 0．2）
一部被覆冠 平4 26 33 48 107 2 39 44 85 192
（ 2．6） （　3．3） （　4．8）（10．6）（ 0．2） （ 3．9） （ 4．4）（ 8，5）（ 19．1）
平3 6 34 25 65 6 27 40 73 138
（ 0．8）（　4．3） （　3．2）（　8．2） （ 0．8） （ 3．4） （ 5．1）（ 9．2）（17．4）
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アーが最も高い築造頻度を示した．経済性，効率
性に欠点はあるが，適応範囲が広く物理的，機械
的強度の優れたキャストコアーが多用されている
ものと考えられる．
結 論
　松本歯科大学病院補綴診療科に平成3年1月か
ら同年12月までの1ケ年間に来院した患者および
作製，装着された単独冠を中心にその頻度調査を
行ない，以下の結果を得た．
　1．患者総数は584名で，近年増加傾向にある．
　2．性別患者構成率では，女性が55．8％を占め
た．また，年齢階級別構成率では，20歳代から60
歳代までが全体の88．0％を占めた．
　3．単独冠および架工義歯の装着数は，それぞ
れ1006個と227装置であった．
　4．単独冠について
　イ）年齢階級別装着頻度では，40歳代が最も多
く，20歳代から60歳代までが全体の90．0％を占め
た．
　ロ）部位別装着頻度では，上顎が下顎を上回り，
歯群別では上顎前歯部が最も多く，下顎前歯部が
最も少なかった．
　ハ）単独冠の種類別装着頻度では，全部鋳造冠
が49．2％と半数を占め，前装冠，一部被覆冠など
の順であった．
　二）支台歯の生・失活歯別装着頻度では，失活
歯が75．0％を占めた．
　ホ）支台築造体では，キャストコアーが94．6％
を占めた．
　5．平成3年の報告と比較すると，患者数で100
名（20．7％）増加した．また単独冠の装着数が214
個（27．0％）増加し，なかでもレジン前装冠が前
年比約3．5倍と著しく増加していることがわかっ
た．
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